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代

死
亡
年
令

城
　
主
　
名

死
亡
・
他
年
月
日

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

６
代

７
代

６３
才

５８
才

３９
才

４７
才

１７
才

堀
川
大
炊
助
藤
原
信
隆

伊
与
木
対
馬
守
家
実

伊
与
木
玄
蕃
隆
祐

伊
与
木
対
馬
守
隆
康

伊
与
木
弥
平
次
忠
実

伊
与
木
新
助
実
能

伊
与
木
玄
蕃
隆
直

永
正
７（
１
５
１
０
）年
１２
月
２０
日

天
文
９（
１
５
４
０
）年
８
月
１７
日

元
亀
２（
１
５
７
１
）年
１０
月

天
正
１４（
１
５
８
６
）年

文
禄
元（
１
５
９
２
）年
３
月
２７
日

慶
長
４（
１
５
９
９
）年
　
辞
退

慶
長
６（
１
６
０
１
）年
　
引
退

　
伊
与
木
城
跡
は
、
佐
賀
支
所
よ
り
国

道
５６
号
を
高
知
方
面
へ
約
３
キ
ロ
ほ
ど

行
っ
た
、
旧
Ｊ
Ａ
伊
与
喜
出
張
所
の
後

方
に
あ
る
山
の
頂
に
あ
り
ま
す
。

　
伊
与
木
城
は
一
条
公
入
国
後
１０
年
目
、

文
明
１０（
１
４
７
８
）年
に
当
時
の
伊
与

木
郷
土
居
村
（
現
在
の
黒
潮
町
伊
与
喜
）

に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、
堀
川
大
炊
助

藤
原
信
隆
を
京
都
か
ら
招
い
て
１
２
０

０
石
を
給
し
て
初
代
城
主
と
し
ま
し
た
。

【
一
条
氏
時
代
】

　
土
佐
国
古
城
略
史
に
よ
る
と
、
一
条

公
は
応
仁
２（
１
４
６
８
）年
中
村
に
下

向
し
、
土
佐
国
司
と
し
て
中
村
に
御
所

を
開
き
、
小
京
都
と
言
わ
れ
る
市
街
地

を
つ
く
り
ま
し
た
。
初
代
一
条
教
房
は

公
卿
中
ま
れ
に
見
る
英
才
で
、
学
識
深

く
、
卓
越
し
た
政
治
的
手
腕
を
持
っ
て

い
た
の
で
、
幡
多
郡
の
防
備
を
固
め
る

た
め
に
各
地
に
築
い
た
城
は
８０
に
及
び
、

伊
与
木
城
は
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

【
長
宗
我
部
時
代
】

　
天
正
２（
１
５
７
４
）年
長
宗
我
部
元

親
は
一
条
兼
定
を
破
り
、
こ
の
時
幡
多

の
諸
城
は
元
親
に
下
り
ま
し
た
。
時
の

城
主
・
対
馬
守
隆
康
も
元
親
に
下
り
、

旧
領
安
堵
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
元
親
が
慶
長
４（
１
５
９
９
）年
に
死

亡
し
、そ
の
子
盛
親
が
関
ヶ
原
の
戦
い
に

敗
れ
、
長
宗
我
部
家
は
滅
亡
し
ま
し
た
。

【
徳
川
時
代
】

　
慶
長
６（
１
６
０
１
）年
、
山
内
一
豊

が
土
佐
藩
主
と
し
て
入
国
し
、
伊
与
木

城
は
佐
賀
城
と
と
も
に
山
内
家
に
城
を

明
け
渡
し
、
徳
川
時
代
を
迎
え
山
内
藩

の
冶
世
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
代
城
主
は
藤
原
信
隆
、
２
代
城
主

は
そ
の
子
ど
も
対
馬
守
家
実
。
孫
の
３

代
城
主
・
玄
蕃
隆
祐
の
時
、
元
親
は
次

第
に
勢
力
を
強
め
、
元
亀
２（
１
５
７

１
）年
窪
川
を
目
指
し
て
仁
井
田
に
迫

り
、
隆
祐
は
一
条
房
基
公
の
命
に
よ
り
、

仁
井
田
勢
を
援
護
し
て
、
同
年
１０
月
仁

井
田
で
戦
死
し
ま
し
た
。

　
４
代
城
主
・
対
馬
守
隆
康
は
同
年
、

戦
死
し
た
隆
祐
の
弔
い
合
戦
に
出
陣
し
、

片
坂
峠
で
元
親
を
迎
え
撃
っ
て
こ
れ
を

破
り
、
大
い
に
武
名
を
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
天
正
３（
１
５
７
５
）年
一
条

家
没
落
、
隆
康
は
天
正
５（
１
５
７
７
）

年
、
元
親
の
四
国
征
伐
軍
に
加
わ
り
、

大
功
を
立
て
た
こ
と
に
よ
り
恩
賞
加
封

さ
れ
て
、
所
領
は
１
８
０
０
石
と
な
り

ま
し
た
。

　
５
代
城
主
・
弥
平
次
忠
実
は
、
歴
代

城
主
中
最
も
有
名
で
、
そ
の
豪
弓
は
県

外
史
家
に
ま
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　（
弥
平
次
の
こ
と
は
以
降
の
こ
の
シ

リ
ー
ズ
に
詳
し
く
掲
載
し
ま
す
。）

　
忠
実
が
若
く
し
て
死
に
跡
継
ぎ
が
な

か
っ
た
た
め
、
６
代
城
主
に
は
叔
父
の

新
助
実
能
が
な
り
ま
し
た
。

　
７
代
城
主
・
玄
蕃
隆
直
は
、
６
代
城

主
が
在
城
わ
ず
か
で
城
主
を
辞
退
し
た

後
に
城
主
と
な
り
ま
し
た
。
隆
直
は
山

内
家
よ
り
仕
官
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

子
ど
も
を
仕
官
さ
せ
自
分
は
引
退
し
、

初
代
か
ら
７
代
ま
で
１
２
２
年
続
い
た

伊
与
木
城
時
代
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.4

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
黒
潮
町
教
育
委
員
会 
文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

『
伊
与
木
城
跡
』

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
黒
潮
町
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）ま
で

■ 

伊
与
木
城
の
歴
史

■ 

歴
代
城
主


